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★東山荘記念館　★６：30点鐘
★早朝例会
　日本野鳥の会　勝又立雄先生

次　回
５月23日の
例　会

CREATE HOPE in the WORLD

　本日、委員会活動報告書のファイルを回覧し
ております。今年度、各委員長には早めの作成
にご協力いただきありがとうございました。今
までは、年度末に活動報告書を提出していただ
いておりましたが、今の時期であれば、引き継
ぎ資料として次年度の準備に役立ちます。
　まだ未提出の委員会は事業が完了次第、活動
報告書の提出をお願い致します。また、提出済

みの委員会には二度手間となって申し訳ないの
ですが、事業経費の立替があれば今月中に精算
と、委員会の会計報告をお願い致します。もし
出費がなければ会計報告は不要です。
　アンケート用紙を用意しましたので、クラブ
運営や委員会活動など、ご意見があれば記載し
てご提出をお願いいたします。
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5/9のスマイル
☻永年乗っていた愛車のボルボですが、この度能登半島大震災
のカーシェアリングに寄付しました。被災地の皆さん頑張っ
てください。　　　　　　　　　　　　　　　秋田悦夫君

4/18のメーキャップ

5月8日　北海道Ｅクラブ　　勝又  厚君

5月12日　奉仕セミナー  　　林  　準君

会長挨拶用
ＱＲコード

司  会
嶋田康一君

出席報告
勝亦敦志君

ソングリーダー
池上  司君

会員誕生日
池谷正徳君

皆出席
長谷川雅也君

皆出席
鎌野篤志君

第2746回　例会プログラム
●例　会　場／名鉄菜館　
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我らの生業
●内　　　容／会員卓話　仮題「趣味について」
　　　　　　　芹澤正明君

秋田  敬君　橋本喜市君　柏原大地君　勝又  洋君
勝又  誠君　芹澤隆博君　豊山　篤君

欠席者
（７名）

52名 48名 41名 85.42％ 100％
会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に

用いた会員数
前々回の
確定出席率

5/9の出席報告

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

　



　昨年１１月に２週間ドイツへ出張しました。
日本の青少年教育指導者がドイツの教育現場を
見聞し、ドイツの指導者と交流する研修視察団
の団長としてです。この期間、ドイツの指導者
たちが日本の団員に再三尋ねていたことがあり
ます。
　「日本では民主主義（政治）教育はどのよう
に行っているのか？」
団員はこの質問に面食らい、回答もしどろもど
ろな様子でした。ドイツの政治教育はナチス時
代の深い反省の下に、個人個人の意見に多様性
があることは当然だとする前提があり、議論す
ることは当然であり、中立性とは対立する意見
をフェアに扱うことだといいます。 　
　一方、日本の教育現場では、中立性を担保す
るために意見が対立するテーマを避ける傾向に
あり、その結果、政治教育といえば日本国憲法
や選挙制度といった知識中心の授業が大半を占
め、民主主義とは何かを考える授業や政治的事
柄の議論を学校や地域で私たちはほとんど経験
しておりません。このため、団員たちがドイツ
の指導者の質問に対してあのような回答となっ
たのではないかと思われます。
　ドイツの指導者によれば、「政治教育で最も
重要なのは、子供たちが自分で考える能力と、
自分の考えを多くの人の前で発言できる能力を
養うことであり、それがあってこそ、社会で議
論に参加できる市民が育つのだ」そうです。
　ところで、現在日本の学校教育では高等学校
を中心に探究学習が進められています。探究学

習とは、子供たちが地域の課題を自ら見つけ、
仲間や地域の方々と協力して様々な情報を集
め、自分の頭でその解決策を考えてまとめ、大
勢の人の前で提案・発表する一連の学習活動で
す。さらに子供たちの提案を地域の大人が協力
して、何らかの形で具現化すれば理想的です。
　国立中央青少年交流の家においても数年前か
ら探究学習を教育事業の中核に据え、青少年教
育振興機構が実施する高校生の探究学習の全国
大会では、我が交流の家から出場した高校生の
プレゼンが高く評価され、連続して上位の成績
を収めています。また、今年に入って沼津工業
高校や御殿場高校と探究学習の推進等を目的に
連携協定も結んだところです。学校も着実に変
わり始めているのです。
　多様な体験をベースにした探究学習を交流の
家が学校とともに推し進めていけば、地域の課
題や解決策を自分の頭で考え、堂々と自分の意
見を表明し、行動できる青少年を育成すること
に貢献できるのではないかと考えています。そ
れが延いては、政治的な事柄に対しても探究心
をもって考え、行動できる若者が出てくること
につながるのではないかと期待しています。今
後も御殿場ロータリークラブの皆様の青少年へ
のご支援を切にお願い申し上げます。
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ドイツで考えたこと ～政治教育と探究学習～
青少年奉仕月間に因んで


